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おめでとうございます

長
年
に
わ
た
り
、
公
共
に
対
し
功
労
の

あ
っ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
市
内
で
は
次
の
方
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

◆
瑞
宝
双
光
章
：

　
福
地 

壽
之
さ
ん（
高
貫
町
）

◆
瑞
宝
単
光
章
：

　
米
川 

清
さ
ん（
天
神
林
町
）

　
小
野
瀬 

光
さ
ん（
天
神
林
町
）

　
市
毛 

彰
さ
ん（
幡
町
）

　
小
川 

保
さ
ん（
大
森
町
）

　
齋
藤 

千
津
子
さ
ん（
三
才
町
）

◆
旭
日
単
光
章
：

　
岩
間 

成
行
さ
ん（
棚
谷
町
）

◆
藍
綬
褒
章
：

　
豊
田 

博
さ
ん（
大
中
町
）

10
月
24
日
・
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
37

回
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
男
子
の
部
で
、
佐
竹
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
男
子
チ
ー
ム
が
見
事

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。男
子
チ
ー
ム
は

発
足
し
て
か
ら
約
２
年
の
チ
ー
ム
で
、
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

11
月
１
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
市
美

術
展
覧
会
に
出
展
さ
れ
た
１
３
6
作
品

の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
56
作
品
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。今
回
市
長
賞
を
受
賞
さ

れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

◆
絵
画
の
部
：
金
田 

尚
久
さ
ん
（
竹
合

町
）

◆
書
道
の
部
：
村
木 

芳
枝
さ
ん
（
西
宮

町
）

◆
写
真
の
部
：
小
室 

博
彦
さ
ん
（
馬
場

町
）

◆
陶
芸
の
部
：
澤
田 

由
男
さ
ん
（
新
宿

町
）

保
護
司
の
川
又
功
男
さ
ん（
内
田
町
）が
、

長
年
に
わ
た
り
更
生
保
護
へ
の
取
り
組
み

に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
法
務
大
臣
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。川
又
さ
ん
は
平

成
15
年
７
月
か
ら
現
在
ま
で
保
護
司
を

務
め
て
い
て
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
や

再
犯
防
止
、
犯
罪
・
非
行
の
予
防
へ
献
身

的
に
取
り
組
ん
だ
功
績
が
認
め
ら
れ
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
司
と
し
て
法
務
大
臣
表
彰

県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
で
準
優
勝

救急医療
功労者

表彰

叙
勲
・
褒
章

第
62
回
市
美
術
展
覧
会
表
彰

（左から）金田さん、教育長、市長、小室さん、村木さん
＊澤田さんは当日欠席
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10
月
17
日
・
24
日
、
11
月
７
日
・
８
日
に
、

市
内
の
寺
院
や
史
跡
等
で
「
バ
ー
チ
ャ
ル

曝
涼
」の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
バ
ー

チ
ャ
ル
曝
涼
」
と
は
、
毎
年
開
催
し
て
い

る
「
集
中
曝
涼
」
が
今
年
中
止
に
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
曝
涼
を

楽
し
め
る
よ
う
に
、
市
内
の
文
化
財
に
つ

い
て
紹
介
す
る
動
画
を
配
信
す
る
も
の

で
す
。
茨
城
大
学
の
学
生
が
文
化
財
に

つ
い
て
解
説
し
、
常
陸
太
田
ビ
デ
オ
研

究
会
の
協
力
の
も
と
、
動
画
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
動
画
は
、YouTube

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
令
和
3
年

1
月
以
降
順
次
配
信
す
る
予
定
で
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
曝
涼

10
月
29
日
、
木
崎
保
育
園
の
園
児
が
手

作
り
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
仮
装
で
鯨
ヶ
丘

商
店
街
を
散
歩
し
ま
し
た
。「
お
菓
子
を

く
れ
な
い
と
い
た
ず
ら
す
る
ぞ
」
と
い
う

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
合
言
葉
で
、
商
店
街
の

方
々
か
ら
お
菓
子
を
も
ら
い
、
嬉
し
そ

う
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
ハ
ロ
ウィ
ー
ン
を
満
喫

TOPICS

市
内
の
小
学
６
年
生
と
中
学
１
年
生
が
、

発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
「
太
田
城
跡
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
出
土
し
た
遺
物
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
の

発
掘
現
場
を
見
学
。
堀
跡
な
ど
を
見
て

回
り
、
身
近
な
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
30
日
・
31
日
、

11
月
１
日
・２
日
に
は
、一般
向
け
の
「
現

地
説
明
会
」
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら

2
5
4
人
が
参
加
。
熱
心
に
説
明
に
耳

を
傾
け
、
太
田
城
の
歴
史
に
思
い
を
馳

せ
ま
し
た
。

太
田
城
跡
を
見
学
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10
月
31
日
、
太
田
二
高
で
閉
校
を
記
念

し
て
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
思
い
出
の
部
屋
に
は
歴
代
の
制

服
な
ど
が
並
び
、
来
場
さ
れ
た
方
々
は
、

学
生
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
で
吹
奏
楽
部
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
、
最
後
に
校
歌
が
演
奏
さ
れ

る
と
、
自
然
と
大
き
な
合
唱
と
な
り
ま

し
た
。

太
田
二
高
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

11
月
７
日
に
松
栄
子
ど
も
会
・
松
栄
大

わ
ら
じ
保
存
会
・
松
栄
町
会
が
鎌
倉
の

高
徳
院
に
大
わ
ら
じ
を
奉
納
し
ま
し
た
。

奉
納
し
た
大
わ
ら
じ
は
２
月
に
作
成
さ

れ
た
も
の
で
、
参
加
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
終
息
を
願
っ
て
ワ
ゴ
ン
車
に
積

み
込
み
、
数
名
が
代
表
し
て
奉
納
に
向

い
ま
し
た
。
大
わ
ら
じ
の
奉
納
は
約
80

年
前
に
始
ま
り
、
現
在
は
松
栄
子
ど
も

会
が
３
年
に
１
度
奉
納
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

大
わ
ら
じ
を
奉
納

11
月
18
日
、
ら
い
ら
っ
く
保
育
園
の
３
〜

５
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
焼
き
芋
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
さ
つ
ま
い
も
は
植
え

付
け
か
ら
収
穫
ま
で
子
ど
も
た
ち
が
大

切
に
育
て
た
も
の
を
使
用
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
焼
き
芋
作
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
様
子
で
、
焚
火
を
囲
み

な
が
ら
「
今
日
は
お
や
つ
の
時
間
に
お

芋
を
食
べ
る
ん
だ
」
と
嬉
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ら
い
ら
っ
く
保
育
園
児
が
焼
き
芋
作
り
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11
月
2
日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
、
橋
本
大

輝
さ
ん
と
橋
本
あ
ゆ
み
さ
ん
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
２
人
に
は
、
市
へ
の
移

住
定
住
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
委
嘱

10
月
31
日
〜
11
月
28
日
、
里
美
ふ
れ
あ
い
館
で
恒
例
の
里
美
か
か
し
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
か
か
し
が

並
び
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

里
美
か
か
し
祭

TOPICS

（左から）橋本大輝さん、橋本あゆみさん
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・抽選はスタンプ15個の応募から順に行い、上位の抽選に外れた方は10個・３個の応募
とあわせて再抽選を行います。
・抽選は令和３年１月初旬に行い、当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。
◆応募締め切り ： 12月31日（木）
◆応募方法 ： 参加各店で配布しているスタンプラリー台紙に規定数以上のスタンプを
集め、台紙に必要事項を記載し、参加店店頭で応募または事務局まで郵送（送料応募者
負担）してください。
＊スタンプラリー参加店は台紙の裏面をご覧いただくか、お問い合わせください。
◆申・問 ： 商工振興・企業誘致課（〒３１３－８６１１金井町３６９０／内線６２１）

＊食事券はコンテスト参加店のみでご利用いただけます。
◆開催期限 ： 12月20日（日）　◆応募締切 ： 12月28日（月）必着
◆応募方法 ： コンテスト参加そば店で食事をした際に受け取れる応募はがきに、必要事
項と川柳を記入して郵送してください。店内に設置してあるQRコードからも応募するこ
とができます。
＊コンテスト参加店などは市観光物産協会のHPからご覧いただくか、
お問い合わせください。
◆問 ： 市観光物産協会（72-８１９４）

◆賞品 ： 集めたスタンプの数に応じて、抽選で次の食事券が当たります。

◆賞品：

スタンプ数

15個
10個
3個

食事券

10,000円
3,000円
1,000円

当選本数

2本
20本
120本

最優秀賞

優秀賞

佳作

食事券

10,000円
5,000円
3,000円

当選人数

1名
5名
30名

スタンプラリー参加の20店でそばを食べてスタンプを集めましょう。
集めたお店のスタンプ数に応じて、抽選で加盟店で使えるお食事券が当たります。

市内のコンテスト参加店舗でそばを食べて自作の川柳を応募してみませんか。
優秀作品には、市内のコンテスト参加店で使える食事券をプレゼントします。

新そばのようにうまい力作をお待ちしています！

常陸太田でそばを食べて、
食事券を　　    しよう！Get

市観光物産協会はこちら



健康づくり推進課（73-1212）問

つかもう
チャレンジ

みんなでつかもう未来の健康
みんなでチャレンジ健康づくり

市の課題

市第２次健康増進計画～健康づくりに重要な６つの分野

目　標

・ 心身の健康状態を保ち、
 セルフケア能力を高める

「 こころの健康 」 健康づくりの目標と取り組み

現代社会では、強い不安や悩み、ストレスを感じる方が増えており、
「こころの健康」に対する社会的ニーズが高まっています。

こころを健やかに保つためには、
日常生活の中に休養を取り入れることができるよう働きかけることが大切です。

各年代それぞれが適切なストレス対処法を見つけられるよう、
健康・福祉・医療・教育・労働等の各種相談体制の充実および連携の強化をしていきます。

「みんなでチャレンジ健康づくりみんなでつかもう未来の健康」を合言葉に
それぞれの年代・場所で連携しながら、健康寿命を伸ばすために取り組みましょう！

・ 精神疾患通院患者数は、年々増加している
・ 自殺者は、女性より男性が多く、
 若者から高齢者までと幅広い年齢層に
 わたっている

その6
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「こころの健康」　ライフステージ別　課題・目標・取り組み

妊娠期～
産婦期

乳幼児期
（0～5歳）

学童期
（6～12歳）

青少年期
（13～19歳）

青年期
（20～39歳）

壮年期
（40～64歳）

高齢期
（65～74歳）

高齢期
（75歳以上）

ライフステージ 課題 目標 個人や家庭での取り組み 地域や行政等の取り組み

・少子化・核家族化が進行
し、孤立化しやすいため、
マタニティブルーや産後
うつなどの心の問題を生
じやすい

・家族の育児姿勢や生活リ
ズムは、子どもの心の成
長に大きく影響しやすい

・妊娠・出産に
関する不安を
解消し、心身
ともに安定し
て過ごす

・ひとりで悩まず、周囲の人や
専門機関に相談する

・本人や家族がマタニティブ
ルーや産後うつ等に対する正
しい知識を持ち、妊婦のここ
ろの変化に気づく

・妊娠届の際、保健師による指
導・助言を実施する

・妊産婦同士の交流の場を提
供する

・相談窓口を設置する
・産後うつの早期発見と早期支
援に向けて、関係機関と連携
強化を図る

・良好な親子関
係を確立する

・早寝早起きの習慣を身につ
け、生活リズムを整える
・年齢に応じた遊びなどを通し
て、親子でのコミュニケーショ
ンをとる
・子どもの年齢や発達段階に応
じた適切な関わり方を知る

・安心安全に子育てができる環
境を整備する

・相談窓口の充実を図る
・子育てに関する情報提供を強
化する

・家族や学校の集団生活の中で心
身の成長を通じて自我が形成さ
れていく時期であり、それに伴い
心の問題を生じやすい

・心身の発育・発達の著しい時期で
あるため、身体面と精神面のアン
バランスになりやすく、不安定な
状況から心の問題も生じやすい

・家族や社会と
のつながりを
通して健やか
な心を保つ

・ひとりで悩まず誰かに相談する
・夜更かしをせず、しっかりと睡眠をとる
・親子、家族でコミュニケーションをとる
・携帯電話、SNS、ゲーム等の利用法や
適正時間を一緒に考える

・子どもの主体性、自立心を大切にして
見守る

・身近に相談できる支援体制を
充実する

・家庭、学校、地域など関係機関
のネットワークを強化する

・自他の命を尊重できる心の育
成を図る

・認知症サポーターを養成する

・家庭や職場における役割
や責任を自覚する時期で
あり、精神的ストレスが
高まることから心の問題
が生じやすく、自殺者が
多い

・仕事や家庭環
境等の精神的
ストレスをた
めない

・ひとりで悩まず、身近な人に
早めに相談する

・生活リズムを整え、睡眠・休養
をとる
・自分なりのストレス解消法を
持つ

・地域・職場活動に参加し、人と
のふれあいを心がける

・身近に相談できる支援体制を充実する
・安心して働きやすい職場環境を整備す
る

・ゲートキーパー、認知症サポーターを
養成する

・うつなど病気に関する正しい知識の普
及啓発を図る

・自他の命を尊重できる心の育成を図る

・心身ともに充実し社会的
にも活動的な時期である
が、一方で社会的環境や
人間関係など精神的スト
レスが非常に高まる時期
でもあり、自殺者が多い

・仕事や家庭環
境等の精神的
ストレスをた
めない

・ひとりで悩まず、身近な人に早め
に相談する

・生活リズムを整えて、睡眠・休養
をとる

・自分なりのストレス解消法を持つ
・趣味や生きがいを持つ
・地域・職場活動に参加し、人との
ふれあいを心がける

・身近に相談できる支援体制を
充実する

・安心して働きやすい職場環境
を整備する
・ゲートキーパー、認知症サ
ポーターを養成する
・うつなどの病気に関する正し
い知識の普及啓発を図る

・自分自身への健康や体力
への不安が高まるととも
に、退職や子どもの自立
など環境の変化から精神
的に不安定になりやすい

・自立した生活
を心がけ、心
豊かに過ごす

・趣味や生きがいを持って毎日
を過ごす
・うつ病や認知症に対する正し
い知識を習得し実践する

・地域活動に参加し、地域の人
とのふれあいを心がける
・心身の変化に気づき、相談に
つなげる

・本人、家族が身近に相談でき
る支援体制を充実する
・ふれあいサロン等の交流場所
を提供し参加を呼びかける
・ゲートキーパー、認知症サ
ポーターを養成する
・うつなどの病気に関する正し
い知識の普及啓発を図る

・自分のための時間を自分
らしく、楽しみをもって過
ごす時期であるが、心身
の健康問題や配偶者の
死等から閉じこもりなど
孤立感が生じやすい

・自立した生活
を心がけ、心
豊かに過ごす

・趣味や生きがいを持って毎日
を過ごす
・誰かと１日１回は会話をする
・うつ病や認知症に対する正し
い知識を習得し実践する

・地域活動に参加し、地域の人
とのふれあいを心がける

・本人、家族が身近に相談でき
る支援体制を充実する
・ふれあいサロン等の交流場所
を提供し参加を呼びかける
・ゲートキーパー、認知症サポー
ターを養成する
・見守り・声かけ運動を充実する
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「常陸太田市自殺対策推進計画～こころといのちのほっとプラン～」「常陸太田市自殺対策推進計画～こころといのちのほっとプラン～」を策定しました

計画の数値目標

本市の自殺の特徴と背景

自殺対策基本法の改正により市町村に計画策定が義務付けられたことから
自殺対策に関連する事業を計画的かつ総合的に進め、その効果を最大限に生かすことができるよう、
令和2年度から5年間を計画期間とする「常陸太田市自殺対策推進計画」を策定しました。

・令和6年までに年間自殺者数を7人以下にします。
・令和6年までに年間自殺率を12.9以下人口10万対にします。

①同居家族のいる60歳以上の年齢層に多い
②同居家族のいる男性で、思春期(20歳未満）から30歳代の年齢層に多い
③生活困窮等に関する問題と関係が深い
④職業別では、「自営業・家族従業者」と「被雇用者・勤め人」の割合が全国と比較して高く、就労や仕事に関
する問題と関係が深い

計画の基本理念

自殺対策の本質が生きることの支援にあたることを改めて確認し、市民や行政、関係
機関が一体となって自殺対策に取り組んでいきます。

区分

自殺者数
自殺死亡率

15人
27.0

10.2人
18.39

基準年の実績
平成27年

過去5年間実績の平均
平成２６年～平成30年

7人以下
12.9

目標値
令和6年

自殺の
特徴

本市の自殺の特徴からその背景となるのは、失業(退職)からの「生活苦」、「介護の悩み（疲れ）」、「身体疾
患」、「職場の人間関係」、「過労」、「うつ状態」、「家族の不和」等の要因が連鎖している状況が考えられます。

自殺者の
背景

誰も自殺に追い込まれることのない
地域の実現

健康づくり推進課（73-1212）問

一人で悩まず、　　ご相談ください。

電話相談窓口
◆ 健康づくり推進課（73-1212）：平日8：30～17：15
◆ ひたちおおた健康ホットライン24（0120-412-124）：24時間
◆ 茨城いのちの電話（029-350-1000）：24時間

SNS相談窓口

◆ LINE 
@kokorohotchat こころのほっとチャット

◆ LINE 
＠yorisoi-chat 生きづらびっと

◆Facebook
@kokorohotchat こころのほっとチャット

◆Twitter
@yorisoichat よりそいチャット
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消防課（73-1194）問

・寝たばこは絶対にしない   ・飲酒→喫煙→うたた寝に注意する
・灰皿はフチの広いものを使用する  ・灰皿に水を入れる
・灰皿に吸殻を溜めずに定期的に捨てる ・ごみ箱に吸殻を捨てない

STOP！火災

火災発生の最も多い時季に入ります

令和元年全国火災件数

住宅火災の出火原因ベスト３

１位 コンロ（16.9%）
2位 たばこ（13.2%）
3位 ストーブ（7.8%）

備えあれば
憂いなし！ 我が家の防災

・調理中はその場を離れない ・コンロ周りは整理整頓し、燃えやすい物を置かない
・換気扇やコンロ周りの壁、魚グリル等は定期的に掃除する・ガスホースのゴムが劣化していないか定期的に点検する
・安全機能付きのコンロを使用する ・そで口をまくるなど、衣服に火が付かないようにする

STOP！コンロ火災

STOP！たき火等の不始末火災

種別 件数 構成比（％）
建物火災 55.7
林野火災 1,391 3.7

車両火災 3,585 9.5

船舶火災 69 0.2

その他の火災 11,634 30.9

航空機火災 1 0.0

総火災件数 37,683 100.0

21,003

建物火災のうち
約半数以上が住宅火災です。

・見張りと消火の準備は忘れずに（焼却中は、絶対にその場を離れることなく、必ず消火器や水バケツ等
の消火の準備を行い、終わったときは完全に火を消す）
・風の強い日は中止する（風が強い日は火の粉が飛んで非常に危険。さらに空気が乾燥していると火災
が起こりやすくなるため、このような日は中止する）

焼却設備を使用しないで廃棄物を
焼却する野焼きは、次の場合を
除き禁止されています。

＊野外焼却は法律により
　禁止されています

市内で過去３年間に発生した火災の約５割は、１月から４
月までの４カ月間で発生しています。出火原因としては、
たき火等の不始末による出火が多く、山火事を起こし
たり建物に燃え移ることもあります。

過去3年間の火災件数

（件数）

（月）

18
16
14
12
10

8
6
4
2
0

令和元年
1
5
0
3

2
4
5
7

3
5
2
4

4
4
1
4

5
1
2
2

6
1
2
2

7
1
2
3

8
1
3
0

9
2
0
0

10
1
1
0

11
1
7
1

12
2
8
2

平成３０年
平成２９年

・就寝時や外出時は必ずストーブを消す ・ストーブの周りに可燃物を置かない
・ストーブの近くで洗濯物を乾かさない ・給油は必ず電源やスイッチを消してから行う

STOP！たばこ火災

STOP！ストーブ火災

１．国または地方公共団体が、その施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
２．天災その他の災害の予防、応急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却
３．風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
４．農林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行う廃棄物の焼却
５．たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの

15



エコミュージアム通信
文化課（☎72-3201）

粟
原
町
の
町
名
は
、
か
つ
て
久
慈
川

と
山
田
川
が
合
流
す
る
場
所
が
あ

り
、
か
つ
て
は
そ
の一帯
に
水
が
あ
ふ

れ
「
淡
原
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
由

来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
粟
原
町
の
「
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
」

ポ
イ
ン
ト
は
『
粟
原
釣
場
』
で
す
。

粟
原
釣
場
は
、
J
R
水
郡
線
河
合
駅

か
ら
南
西
に
約
２
㎞
の
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
久
慈
川
の
旧
河
川
跡
を
利

用
し
た
三
日
月
湖
で
、
面
積
は
約
3.7

㎢
を
有
し
、
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
の
名
所

と
し
て
ご
存
知
の
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

粟
原
町
に
来
て
約
50
年
に
な
り
ま
す

が
、
最
近
の
私
の
大
き
な
楽
し
み
は
、

子
ど
も
の
頃
に
釣
り
を
楽
し
ん
だ

方
々
が
、
今
で
は
自
分
の
子
ど
も
や

今
月
は
粟
原
町

ちょっと
寄り道

粟
原
釣
場

孫
を
連
れ
て
釣
り
に
来
て
く
れ
る
こ

と
で
す
。一
日
の
終
わ
り
を
告
げ
る

夕
日
が
照
ら
す
水
面
は
、
自
然
の
雄

大
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
少
し
物

悲
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
が
、
自
然

の
雄
大
さ
を
感
じ
る
私
の
大
好
き
な

風
景
で
す
。
散
歩
し
て
も
良
し
、
釣

り
を
し
て
も
良
し
、
そ
ん
な
粟
原
へ

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

紹介者
粟原町
浅野 つき子さん

２
０
１
８
年
に
創
立
75
周
年
を
迎
え
た

東
証
一
部
上
場
企
業
。
土
木
建
築
向
け

製
品
の
製
造
や
、
農
業
分
野
に
向
け
た

農
薬
加
工
、
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
分
野
に

向
け
た
化
成
品
研
究
・
開
発
・
製
造
な
ど
、

事
業
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
太
田
工
場

で
は
、
土
木
建
築
向
け
製
品
「
ク
ニ
シ
ー

ル
」
の
製
造
と
農
薬
加
工
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ク
ニ
シ
ー
ル
は
土
木
建
築
工
事
の
際

に
地
下
構
造
物
に
対
し
て
使
用
す
る
防

水
材
料
。
地
下
水
の
浸
入
を
防
ぎ
、
内

部
の
鉄
筋
を
腐
食
か
ら
守
り
ま
す
。
高

い
品
質
で
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
の
顧

客
か
ら
も
支
持
を
受
け
る
商
品
。
ま
た
、

農
薬
も
数
多
く
の
大
手
農
業
メ
ー
カ
ー

か
ら
長
年
に
渡
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
ク
ニ
ミ
ネ
工
業
は
幅
広
い
分
野
で

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
食
の
安
心
・
安
全
へ

貢
献
し
て
い
る
、
縁
の
下
の
力
持
ち
企

業
で
す
。

未
来
の
ニ
ー
ズ
を
創
造
し
、

資
源
を
科
学
す
る

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

クニミネ工業株式会社
太田工場：増井町字上台 166
本社：東京都千代田区岩本町 1-10-5

《企業データ》
代表者：代表取締役社長　國峯 保彦
資本金：16億1,780万円
TEL：72-2251（太田工場）

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　

   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業

粟原釣場
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START&GOAL

西宮神社
西宮町854

❶

❹

❻

❺

❸

❷

349

293

●瑞竜中
馬坂城下車
交差点

内堀町東
交差点

293号バイパス

至里美地区

●食堂

白鷺神社
●

機初小
●

はたそめ
団地

市役所
●

至那珂市

里
川

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク

112

【
ス
タ
ー
ト
】 

西
宮
神
社 

▼
距
離
…
約
4
km 

▼
時
間
…
約
2
時
間
半

西
宮
町

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
西
宮
町
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。
西
宮
町
は
、
市
役

所
の
東
側
に
位
置
し
、
国
道
３
４
９
号

線
と
里
川
に
挟
ま
れ
、
美
し
い
田
園
に

囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。

西
宮
の
名
前
の
由
来
は
、
西
宮
町
の
中

心
部
に
あ
る
西
宮
神
社
か
ら
き
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
こ
の
近
く
の

里
川
に
釣
り
に
来
て
い
た
西
の
都
の
釣
り

人
が
残
し
て
い
っ
た
木
像
を
「
こ
れ
は
西

の
都
の
神
、
夷
児
に
違
い
な
い
」
と
村

人
が
川
近
く
の
森
に
安
置
し
、
祀
っ
た
の

が
西
宮
神
社
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
心
深
い
地
域
性
に
触
れ
、
散
歩
や
サ

イ
ク
リ
ン
グ
に
も
最
適
な
こ
の
地
に
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※ 

堤
防
沿
い
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で
堤
防
補
強
工
事
を
行
っ
て
い
る
た

め
、
実
際
に
通
行
す
る
際
に
は
現
地
の
誘
導
員
の

指
示
に
従
っ
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

え
び
す
こ

西宮神社❶

町名の由来とされている神社からスタート
します。祭神は蛭子命で、荘厳な境内には七
福神の一人である夷様の石造も置かれ、見
応え抜群です。

ひるこのみこと

洪水の碑❷

昭和13年6月に起きた大洪水を伝承するた
めに建てられた伝承碑。大洪水が起きたこ
とを受け、地元で組合を立ち上げ、里川の氾
濫を防ぐ堤防を造ったそうです。

天王さんの祠❸

西宮神社から北にまっすぐ歩いてくると右手
に見えてきます。祠の周辺は近所の方々に
よって手入れされ、“天王さん”の愛称で現在
も大切にされています。

ウォーキングにも

サイクリングにも最適です！ 石仏群❺

馬頭観世音、奉供養庚申搭のほか、お地蔵
様が並んでいます。元々は別のところにあ
り、里川沿いの堤防を造る際にここに集め
られたのではないかと言われています。

庚申供養塔❻

堤防をしばらく南下してくると右手にため池
があり、そのすぐ傍らに見えます。昔、女性
が集まって庚申の日の夜にここで集会をし
ていたのではないかと言われています。

イチョウの木
❹

堤防際を南下してく
ると大きなイチョウ
の 木 が 見 えてきま
す。以前はもっと大
きかったそうですが、
近年の落雷により折
損してしまったとの
ことです。

♪
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投
げ
込
み
チ
ラ
シ
等
を
見
て
事
業
者
に
洗
浄
を

依
頼
す
る
場
合
、
チ
ラ
シ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

金
額
で
契
約
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
チ
ラ
シ

に
表
示
さ
れ
て
い
る
料
金
の
条
件
や
内
容
は
慎
重
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
作
業
終
了
後
に
突
然
高
額
な
金
額
を
請
求
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
契
約
時
や
作
業
開
始
前
に
追
加

料
金
が
な
い
か
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
事
業
者
の
説

明
を
う
の
み
に
せ
ず
、
必
要
が
な
い
契
約
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

し
ょ
う
。
不
安
を
感
じ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事 
例

ア
ド
バ
イ
ス

消
費
生
活
相
談

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

「
通
常
３
〜
５
万
円
の
高
圧
洗
浄
が
３
千
円
」

と
記
載
さ
れ
た
チ
ラ
シ
が
投
函
さ
れ
て
い
た
。

以
前
、
下
水
管
が
詰
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、

電
話
で
事
業
者
を
呼
ん
だ
。
事
業
者
は
マ
ン
ホ
ー
ル
を
開
け

る
と
「
詰
ま
り
に
対
応
す
る
作
業
が
必
要
で
、
１
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
６
千
円
で
８
m
の
作
業
に
な
る
」
と
言
っ
た
。
ま
た
、

2
千
円
か
か
る
木
の
根
の
除
去
作
業
も
必
要
と
説
明
さ
れ
、

合
計
５
万
円
に
な
る
と
言
わ
れ
た
。
事
業
者
が
改
め
て
訪
問

し
費
用
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
高
額
で
納
得
で

き
な
い
。

「
料
金
３
千
円
」
の
は
ず
が
数
万
円
に
！？

INFORMATION

１月４日（月）から、スマートフォン決済アプリ（Pay Pay・LINE Pay）を利用して市税等を納付することができます。
時間や場所を選ばず、手数料もかかりませんのでぜひご利用ください。

■納付できる税金等
個人市県民税／固定資産税・都市計画
税／軽自動車税／国民健康保険税／
後期高齢者医療保険料／介護保険料

■事前準備・操作方法について
❶アプリ（Pay Pay・LINE Pay）をダウ
ンロードし、利用登録をする。
❷残高をチャージする。
❸Pay Pay…ホーム画面にある「スキ
ャン」をタップする 
LINE Pay…「ウォレット」タブを開き、

「請求書支払い」をタップする
❹納付書のバーコードを読み取る
❺内容・支払金額を確認し「支払う」ま
たは「決済」をタップする

■納付については次の点にご注意を
○軽自動車税において、５月末～６月中
に車検の方は、証明書送付の都合上、

納付書でのお支払いをおすすめしま
す。
○領収証書は発行されませんので必
要な方は、金融機関等でお支払いくだ
さい。
○コンビニエンスストア店頭でのアプ
リ決済には対応していません。
○スマートフォン決済アプリ（Pay Pay・
LINE Pay）の操作方法・残高のチャー
ジ方法などの詳細については、各アプ
リのホームページ等で確認してくださ
い。
○アプリで納付済の納付書について、
金融機関等での重複納付にご注意くだ
さい。
○納付手続きが完了した後は、取り消
しができません。
○決済手数料はかかりませんが、通信
料等は利用者負担となります。
○納付書１枚ごとに手続きが必要です。

■次の場合は、スマートフォン決済ア
プリ（Pay Pay・LINE Pay）を利用して
の納付ができません。
○納付書にバーコードの印字がない
○納付書１枚当たりの金額が30万円
を超える
○納期限を過ぎている
○納付書のバーコードが破損・汚損な
どで読み取れない
◆問 ： 収納課管理係（内線２０６・２４４）

スマートフォン決済アプリで市税等を納付できるようになります
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常陸太田市からのお知らせ
＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

休

休

年末年始の休館・休業日について

28日（月）29日（火）30日（水）31日（木） 1日（金） 2日（土） 3日（日） 4日（月）
12月 1月

市役所本庁・各支所

保健センター（73‐１２１２）

図書館（72‐５５５５）

郷土資料館梅津会館（72‐３２０１）

生涯学習センター（72‐８８８８）

交流センターふじ（76‐２２２１）

水府総合センター（85‐０１４２）

里美文化センター（82‐２２０４）

春友手づくり工芸センター（78‐０９４０）

工芸交流センター（76‐１８８０）

郷土文化保存伝習施設（85‐０６７８）

パルティホール（73‐１２３４）

清掃センター（72‐３３１６）【収集】

清掃センター（72‐３３１６）【持込】

クリーンセンター（72‐３３１６）

里美クリーンセンター（同上）

市営斎場（72‐０９９８）

里美斎場（70‐７０８１）

太田温泉やまぶきの湯（総合福祉会館内72‐２１１１）

西金砂湯けむりの郷金砂の湯（76‐９９１９）

水府ふるさとセンター竜っちゃん乃湯（87‐０５４３）

里美温泉保養センターぬく森の湯（82‐３３６６）

山吹運動公園（72‐６５１０）

白羽スポーツ広場（72‐８５００）

大里ふれあい広場（76‐３１３１）

里美運動公園（72-6510）

水府海洋センター（85‐１３１１）

春友テニスコート（78-0940）

温水プール（80‐６５５６）

市民バス・乗合タクシー（企画課／内線３１２）

施設等

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休 ※清掃・設備点検のため1月7日（木）まで休館
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常陸太田市からのお知らせ

相
続
放
棄
を
し
た
と
き
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
税
務
課
資
産
税
係
（
内
線

２
０
７
・
２
０
８
・
２
１
９
）

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
が
所
有

し
て
い
る
次
の
よ
う
な
償
却
資
産
は
、

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
課
税
対
象
と
な
る
償
却
資
産
：
令
和

３
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
会
社
や

個
人
の
方
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て

い
る
構
築
物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
等

の
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
自
動
車
等
、

す
で
に
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は

除
く
）

◆
申
告
期
限：令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）

◆
申
告
方
法
：
申
告
先
に
備
え
付
け
の

申
告
書
に
よ
り
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
継
続
し
て
申
告
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の

方
に
は
、
12
月
末
ま
で
に
申
告
書
を
送

付
し
ま
す
。

◆
申
・
問
：
税
務
課
資
産
税
係
（
内
線

２
０
７
・
２
０
８
・
２
１
９
）

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111

ま
す
。

【
所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き
】

○
提
出
書
類
：
相
続
人
代
表
者
指
定
届

○
内
容
：
相
続
人
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、

納
税
の
代
表
者
を
指
定
す
る
た
め
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

【
納
税
者
を
変
え
る
と
き
】

○
提
出
書
類
：
納
税
管
理
人
申
告
書

○
内
容
：
所
有
者
が
市
外
へ
転
出
す
る

な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
所
有
者
に
代
わ
っ

て
納
税
す
る
方
を
指
定
す
る
場
合
な
ど

に
必
要
で
す
。

【
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き
】

○
提
出
書
類
：
家
屋
所
有
者
変
更
申
請

書○
内
容
：
法
務
局
に
登
記
さ
れ
て
い
な

い
家
屋
の
所
有
者
が
、
売
買
、
相
続
な

ど
に
よ
り
変
わ
っ
た
場
合
、
提
出
を
し
な

い
と
次
年
度
以
降
も
前
の
所
有
者
の
ま

ま
課
税
さ
れ
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

◆
提
出
方
法
：
税
務
課
お
よ
び
各
支
所

に
備
え
付
け
の
申
告
書
等
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
告
書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
そ
の
他
：
物
置
等
を
新
築
し
た
と
き

や
住
宅
を
増
築
し
た
と
き
、
土
地
の
地

目
（
利
用
状
況
）
を
変
更
し
た
と
き
、

示
す
書
類
（
家
屋
見
取
図
等
）

＊
申
告
書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
・
問
：
税
務
課
資
産
税
係
（
内
線

２
０
７
・
２
０
８
・
２
１
９
）

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

土
地
や
家
屋
等
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
固
定
資
産
に
次
の
よ
う
な
異
動

が
あ
っ
た
場
合
、
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

【
住
宅
を
新
築
し
た
と
き
】

○
提
出
書
類
：
家
屋
減
額
申
告
書

○
内
容
：
課
税
年
度
か
ら
３
年
度
分
（
認

定
長
期
優
良
住
宅
に
つ
い
て
は
５
年
度

分
）、
そ
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

＊
住
宅
を
新
築
し
た
土
地
が
住
宅
用
地

の
場
合
、
住
宅
用
地
申
告
書
の
提
出
に

よ
り
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
既
に
家
屋
の
実
地
調
査
が
済
ん

で
い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
】

○
提
出
書
類
：
家
屋
滅
失
届

○
内
容
：
提
出
の
な
い
場
合
、
取
り
壊

し
た
家
屋
が
把
握
で
き
な
い
た
め
、
次

年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影

響
に
よ
り一定
の
事
業
収
入
が
減
少
し
た

中
小
事
業
者
等
に
対
し
て
、
令
和
３
年

度
の
１
年
分
に
限
り
、
次
の
資
産
に
係

る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
軽
減

し
ま
す
。

◆
対
象
者
：
令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月

ま
で
の
任
意
の
連
続
す
る
３
カ
月
の
事

業
収
入
が
、
前
年
同
時
期
と
比
較
し
て

30
％
以
上
減
少
し
た
中
小
事
業
者
等

◆
対
象
資
産
：
事
業
用
家
屋
お
よ
び
償

却
資
産

＊
土
地
お
よ
び
居
住
用
家
屋
は
対
象
外

◆
軽
減
基
準

◆
申
告
期
限：令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）

◆
必
要
書
類
：

・
申
告
書
（
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機

関
等
の
確
認
印
が
押
印
さ
れ
た
も
の
）

・
収
入
減
少
を
確
認
で
き
る
書
類
（
会

計
帳
簿
や
青
色
申
告
決
算
書
の
写
し
等
）

・
特
例
対
象
家
屋
の
事
業
専
用
割
合
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に

係
る
固
定
資
産
税
等
の
減
免

固
定
資
産
の
異
動
届
等
は

お
済
み
で
す
か

償
却
資
産
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
遊
び
を
中
心
と
し

た
保
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３

年
度
に
入
級
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

合
、
利
用
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
（
減
額

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
）。

◆
申
込
期
間：令
和
３
年
１
月
12
日（
火
）

〜
26
日
（
火
）

◆
申
込
方
法
：
申
込
先
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
就
労

証
明
書
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

＊
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
就
労
証
明
書
は
児
童
の
父
母
の
ほ
か
、

勤
労
し
て
い
る
祖
父
母
等
全
員
分
必
要

で
す
。

＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
低
学
年
を

優
先
し
ま
す
。

◆
申
・
問
：
子
ど
も
福
祉
課
子
ど
も
家

庭
係
（
内
線
１
６
１
）
／
各
支
所
／
各

児
童
ク
ラ
ブ
（
更
新
の
方
の
み
）

市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
や
加

工
品
、
工
芸
品
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た

も
の
を
審
査
の
上
で
市
の
特
産
品
と
し

て
認
証
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
品
：
主
に
次
に
該
当
す
る
農
林

水
産
物
、
加
工
品
ま
た
は
工
芸
品

○
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
、

ま
た
は
そ
れ
ら
を
使
用
し
て
加
工
さ
れ

た
も
の
で
品
質
的
に
優
れ
た
も
の

○
市
の
歴
史
、
風
土
、
文
化
的
背
景
等

の
あ
る
も
の

○
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
P
R
に
な
る

個
性
・
特
徴
が
あ
る
も
の

○
持
続
的
ま
た
は
定
期
的
に
消
費
者
に

供
給
で
き
る
商
品
で
あ
る
こ
と

◆
対
象
者
：
対
象
品
を
生
産
・
販
売
し

て
い
る
農
業
者
・
商
工
業
者
・
団
体
・

グ
ル
ー
プ
等

◆
申
込
期
限：令
和
３
年
１
月
15
日（
金
）

◆
申
込
方
法
：
申
込
先
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
調

書
、
商
品
、
仕
様
書
、
生
産
履
歴
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
・
問
：
市
特
産
品
推
進
協
議
会
事

務
局
（
販
売
流
通
対
策
課
内　
内
線
６

６
１
・
６
６
２
）

◆
開
設
期
間
：
令
和
３
年
４
月
１
日
〜

令
和
４
年
３
月
31
日

◆
開
設
日
お
よ
び
時
間
：

○
学
校
の
授
業
日
（
月
〜
金
曜
日
）
…

下
校
時
〜
午
後
６
時
30
分

○
学
校
行
事
の
振
替
休
日
、
長
期
休
業

日
等
（
月
〜
金
曜
日
）
…
午
前
７
時
30

分
〜
午
後
６
時
30
分

○
土
曜
日
…
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

＊
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
等
は
開

設
し
ま
せ
ん
。

◆
対
象
：
各
小
学
校
に
通
う
１
年
生
〜

６
年
生
の
児
童
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合

○
保
護
者
が
自
宅
外
勤
務
の
た
め
昼
間

の
時
間
に
常
時
留
守
家
庭
と
な
り
、
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

○
保
護
者
が
疾
病
や
出
産
、
病
人
等
の

看
護
に
よ
り
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な

い
場
合
な
ど

＊
保
護
者
以
外
の
同
居
親
族
が
保
育
で

き
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
利
用
料
金
：
月
額
５
千
円

＊
夏
休
み
（
７
月
21
日
〜
８
月
31
日
）
の

み
の
利
用
は
１
万
４
千
円
で
す
。

＊
土
曜
日
利
用
す
る
場
合
は
、
別
途
５

０
０
円
（
日
額
）
を
加
算
し
ま
す
（
８

日
前
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
）。

＊
ひ
と
り
親
家
庭
で一定
所
得
以
下
の
場

事
業
収
入
の
減
少
率

軽
減
額

30
％
以
上
50
％
未
満

半
額

50
％
以
上

全
額
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＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

相
続
放
棄
を
し
た
と
き
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
税
務
課
資
産
税
係
（
内
線

２
０
７
・
２
０
８
・
２
１
９
）

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
が
所
有

し
て
い
る
次
の
よ
う
な
償
却
資
産
は
、

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
課
税
対
象
と
な
る
償
却
資
産
：
令
和

３
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
会
社
や

個
人
の
方
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て

い
る
構
築
物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
等

の
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
自
動
車
等
、

す
で
に
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は

除
く
）

◆
申
告
期
限：令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）

◆
申
告
方
法
：
申
告
先
に
備
え
付
け
の

申
告
書
に
よ
り
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
継
続
し
て
申
告
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の

方
に
は
、
12
月
末
ま
で
に
申
告
書
を
送

付
し
ま
す
。

◆
申
・
問
：
税
務
課
資
産
税
係
（
内
線

２
０
７
・
２
０
８
・
２
１
９
）

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

ま
す
。

【
所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き
】

○
提
出
書
類
：
相
続
人
代
表
者
指
定
届

○
内
容
：
相
続
人
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、

納
税
の
代
表
者
を
指
定
す
る
た
め
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

【
納
税
者
を
変
え
る
と
き
】

○
提
出
書
類
：
納
税
管
理
人
申
告
書

○
内
容
：
所
有
者
が
市
外
へ
転
出
す
る

な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
所
有
者
に
代
わ
っ

て
納
税
す
る
方
を
指
定
す
る
場
合
な
ど

に
必
要
で
す
。

【
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き
】

○
提
出
書
類
：
家
屋
所
有
者
変
更
申
請

書○
内
容
：
法
務
局
に
登
記
さ
れ
て
い
な

い
家
屋
の
所
有
者
が
、
売
買
、
相
続
な

ど
に
よ
り
変
わ
っ
た
場
合
、
提
出
を
し
な

い
と
次
年
度
以
降
も
前
の
所
有
者
の
ま

ま
課
税
さ
れ
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

◆
提
出
方
法
：
税
務
課
お
よ
び
各
支
所

に
備
え
付
け
の
申
告
書
等
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
告
書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
そ
の
他
：
物
置
等
を
新
築
し
た
と
き

や
住
宅
を
増
築
し
た
と
き
、
土
地
の
地

目
（
利
用
状
況
）
を
変
更
し
た
と
き
、

示
す
書
類
（
家
屋
見
取
図
等
）

＊
申
告
書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
・
問
：
税
務
課
資
産
税
係
（
内
線

２
０
７
・
２
０
８
・
２
１
９
）

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

土
地
や
家
屋
等
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
固
定
資
産
に
次
の
よ
う
な
異
動

が
あ
っ
た
場
合
、
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

【
住
宅
を
新
築
し
た
と
き
】

○
提
出
書
類
：
家
屋
減
額
申
告
書

○
内
容
：
課
税
年
度
か
ら
３
年
度
分
（
認

定
長
期
優
良
住
宅
に
つ
い
て
は
５
年
度

分
）、
そ
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

＊
住
宅
を
新
築
し
た
土
地
が
住
宅
用
地

の
場
合
、
住
宅
用
地
申
告
書
の
提
出
に

よ
り
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
既
に
家
屋
の
実
地
調
査
が
済
ん

で
い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
】

○
提
出
書
類
：
家
屋
滅
失
届

○
内
容
：
提
出
の
な
い
場
合
、
取
り
壊

し
た
家
屋
が
把
握
で
き
な
い
た
め
、
次

年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影

響
に
よ
り一定
の
事
業
収
入
が
減
少
し
た

中
小
事
業
者
等
に
対
し
て
、
令
和
３
年

度
の
１
年
分
に
限
り
、
次
の
資
産
に
係

る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
軽
減

し
ま
す
。

◆
対
象
者
：
令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月

ま
で
の
任
意
の
連
続
す
る
３
カ
月
の
事

業
収
入
が
、
前
年
同
時
期
と
比
較
し
て

30
％
以
上
減
少
し
た
中
小
事
業
者
等

◆
対
象
資
産
：
事
業
用
家
屋
お
よ
び
償

却
資
産

＊
土
地
お
よ
び
居
住
用
家
屋
は
対
象
外

◆
軽
減
基
準

◆
申
告
期
限：令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）

◆
必
要
書
類
：

・
申
告
書
（
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機

関
等
の
確
認
印
が
押
印
さ
れ
た
も
の
）

・
収
入
減
少
を
確
認
で
き
る
書
類
（
会

計
帳
簿
や
青
色
申
告
決
算
書
の
写
し
等
）

・
特
例
対
象
家
屋
の
事
業
専
用
割
合
を

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
遊
び
を
中
心
と
し

た
保
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３

年
度
に
入
級
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

合
、
利
用
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
（
減
額

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
）。

◆
申
込
期
間：令
和
３
年
１
月
12
日（
火
）

〜
26
日
（
火
）

◆
申
込
方
法
：
申
込
先
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
就
労

証
明
書
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

＊
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
就
労
証
明
書
は
児
童
の
父
母
の
ほ
か
、

勤
労
し
て
い
る
祖
父
母
等
全
員
分
必
要

で
す
。

＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
低
学
年
を

優
先
し
ま
す
。

◆
申
・
問
：
子
ど
も
福
祉
課
子
ど
も
家

庭
係
（
内
線
１
６
１
）
／
各
支
所
／
各

児
童
ク
ラ
ブ
（
更
新
の
方
の
み
）

市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
や
加

工
品
、
工
芸
品
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た

も
の
を
審
査
の
上
で
市
の
特
産
品
と
し

て
認
証
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
品
：
主
に
次
に
該
当
す
る
農
林

水
産
物
、
加
工
品
ま
た
は
工
芸
品

○
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
、

ま
た
は
そ
れ
ら
を
使
用
し
て
加
工
さ
れ

た
も
の
で
品
質
的
に
優
れ
た
も
の

○
市
の
歴
史
、
風
土
、
文
化
的
背
景
等

の
あ
る
も
の

○
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
P
R
に
な
る

個
性
・
特
徴
が
あ
る
も
の

○
持
続
的
ま
た
は
定
期
的
に
消
費
者
に

供
給
で
き
る
商
品
で
あ
る
こ
と

◆
対
象
者
：
対
象
品
を
生
産
・
販
売
し

て
い
る
農
業
者
・
商
工
業
者
・
団
体
・

グ
ル
ー
プ
等

◆
申
込
期
限：令
和
３
年
１
月
15
日（
金
）

◆
申
込
方
法
：
申
込
先
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
調

書
、
商
品
、
仕
様
書
、
生
産
履
歴
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
・
問
：
市
特
産
品
推
進
協
議
会
事

務
局
（
販
売
流
通
対
策
課
内　
内
線
６

６
１
・
６
６
２
）

◆
開
設
期
間
：
令
和
３
年
４
月
１
日
〜

令
和
４
年
３
月
31
日

◆
開
設
日
お
よ
び
時
間
：

○
学
校
の
授
業
日
（
月
〜
金
曜
日
）
…

下
校
時
〜
午
後
６
時
30
分

○
学
校
行
事
の
振
替
休
日
、
長
期
休
業

日
等
（
月
〜
金
曜
日
）
…
午
前
７
時
30

分
〜
午
後
６
時
30
分

○
土
曜
日
…
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

＊
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
等
は
開

設
し
ま
せ
ん
。

◆
対
象
：
各
小
学
校
に
通
う
１
年
生
〜

６
年
生
の
児
童
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合

○
保
護
者
が
自
宅
外
勤
務
の
た
め
昼
間

の
時
間
に
常
時
留
守
家
庭
と
な
り
、
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

○
保
護
者
が
疾
病
や
出
産
、
病
人
等
の

看
護
に
よ
り
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な

い
場
合
な
ど

＊
保
護
者
以
外
の
同
居
親
族
が
保
育
で

き
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
利
用
料
金
：
月
額
５
千
円

＊
夏
休
み
（
７
月
21
日
〜
８
月
31
日
）
の

み
の
利
用
は
１
万
４
千
円
で
す
。

＊
土
曜
日
利
用
す
る
場
合
は
、
別
途
５

０
０
円
（
日
額
）
を
加
算
し
ま
す
（
８

日
前
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
）。

＊
ひ
と
り
親
家
庭
で一定
所
得
以
下
の
場

令
和
3
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
級
児
童
を
募
集
し
ま
す

児童クラブ名 場所(予定) 定員

おおた＊ 太田小余裕教室 70

はたそめ＊ 機初小専用施設 60

にしおざわ＊ 旧西小沢幼稚園 28

さきく 幸久小家庭科室 12

さたけ 佐竹小余裕教室 70

ほんだ

＊土曜日は中学校区を単位に児童クラブを開設します。

誉田小余裕教室 36

児童クラブ名 場所(予定) 定員

せや＊ 世矢小余裕教室 36

かなさごう 金砂郷保健センター 30

ぐんど 旧郡戸幼稚園 28

くめ＊ 久米小専用施設等 85

すいふ＊ 水府総合センター 30

さとみ＊ 旧里美幼稚園 40

市
認
証
特
産
品
に

応
募
し
ま
せ
ん
か

市特産品認証マーク
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対
策
を
実
施
し
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
公
聴
会
の
開
催

方
法
・
日
程
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
：
令
和
３
年
１
月
19
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜

◆
と
こ
ろ
：
常
陸
太
田
合
同
庁
舎
３
階

大
会
議
室

◆
公
述
申
出
期
間
・
原
案
の
閲
覧
期
間
：

令
和
３
年
１
月
４
日（
月
）〜
12
日（
火
）

＊
閉
庁
日
を
除
く

◆
閲
覧
場
所
：
県
都
市
計
画
課
／
都
市

計
画
課

◆
公
述
申
出
書
提
出
先
：〒
３
１
０
‐
８

５
５
５　
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６　

茨
城
県
知
事　
大
井
川
和
彦
（
茨
城
県

土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
扱
い
）

＊
公
述
申
出
書
の
様
式
は
閲
覧
場
所
お

よ
び
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

◆
公
述
人
の
決
定
：
公
述
申
出
者
が
多

数
の
場
合
、
代
表
者
を
選
考
し
ま
す
。

◆
問
：
県
都
市
計
画
課
（
０
２
９
‐
３

０
１
‐
４
５
９
２
）
／
都
市
計
画
課
計
画

整
備
係
（
内
線
２
２
９
・
２
３
２
）

◆
と
き
：
令
和
３
年
１
月
７
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
受
付　
午
前

９
時
30
分
〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議

室◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

【
共
通
事
項
】

◆
募
集
期
間
：
随
時

＊
対
象
以
外
の
小
学
校
の
児
童
で
入
級

を
希
望
す
る
方
は
各
学
童
ク
ラ
ブ
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
夏
休
み
な
ど
の
長
期

休
業
時
は
市
内
の
全
小
学
校
の
児
童
が

対
象
に
な
り
ま
す
（
保
護
者
の
送
迎
が

必
要
で
す
）。

＊
利
用
料
金
等
、
詳
細
は
各
学
童
ク
ラ

ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
太
田
さ
く
ら
学
童
ク
ラ
ブ

…
（
社
福
）
聖
愛
会
（
33
‐
７
１
１
１
）

／
愛
保
育
園
学
童
ク
ラ
ブ
…
（
社
福
）

仁
川
会
（
０
８
０‐７
７
７
３‐８
８
４
９
）

／
こ
ど
も
の
里
…
（一社
）
こ
ど
も
の
里

（
72
‐
７
３
０
５
、
０
９
０
‐
２
６
５
１
‐

０
０
２
７
〈
石
井
〉）

都
市
の
将
来
像
を
示
す
「
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
作
成
に
あ
た
り
、

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

公
聴
会
で
は
、
原
案
に
対
し
て
、
公
述

人
と
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
公
述
申
出
者
が
い
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
）。

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

【
太
田
さ
く
ら
学
童
ク
ラ
ブ
】

◆
時
間
：
下
校
時
〜
午
後
８
時

◆
場
所
：
太
田
さ
く
ら
認
定
こ
ど
も
園
内

◆
対
象
：
太
田
小
・
機
初
小
・
誉
田
小

学
校
（
各
全
学
年
）　

◆
定
員
：
60
人

＊
送
迎
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
愛
保
育
園
学
童
ク
ラ
ブ
】

◆
時
間
：
下
校
時
〜
午
後
７
時　

◆
場
所
：
愛
保
育
園
内

◆
対
象
：
太
田
小
・
機
初
小
・
佐
竹
小
・

久
米
小
・
誉
田
小
学
校
（
各
全
学
年
）

◆
定
員
：
50
人

＊
説
明
会
を
令
和
３
年
１
月
15
日
（
金
）

午
後
５
時
30
分
か
ら
愛
保
育
園
で
行
い

ま
す
。

【
こ
ど
も
の
里
学
童
ク
ラ
ブ
】

◆
時
間
：
下
校
時
〜
午
後
６
時
30
分
（
延

長
午
後
７
時
ま
で
）

◆
場
所
：
三
才
町
１ 

‐ 

１
（
レ
ス
ト
ラ

ン　
ラ
・ヴ
ェ
ル
デ
駐
車
場
敷
地
内
）

◆
対
象
：
機
初
小
・
太
田
小
学
校
（
各

全
学
年
）

◆
定
員
：
30
人

＊
送
迎
が
利
用
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
民
間
学
童
ク
ラ
ブ
の

入
級
児
童
を
募
集
し
ま
す

日
立
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
公
聴
会

年
金
相
談

県ホームページ
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23

のぞみこども園

発
表
会
で
「
夢
の
色
っ
て

ど
ん
な
色
？
」
の
劇
を
披
露
！

30
人
の
夢
の
色
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
☆

消
防
車
に
の
っ
て

消
防
士
さ
ん
が

来
て
く
れ
ま
し
た
！

み
ん
な
で
記
念
撮
影
♪

うぐいすこども園



市内に住所を有する令和 2年 2月生まれのお子さん（2月号掲載分）
1月12日（火）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　〒313-8611 常陸太田市金井町 3690（内線 303・304）

満１歳のお子さんの写真大募集！！
１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んで
スマートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。もちろんプリントした写真を郵送していただいても大丈夫！！下記の
広報広聴課までお送りください。※応募された写真は返却いたしませんのでご了承ください。

対　　象
〆　　切
必要事項
問

今月号は、皆さんから投稿いただいた「ひたちおおたわがまち自慢」の写真で作る特集企画。表紙を飾ったのは、
常陸太田を代表する自慢の「常陸秋そば」です。冬はやっぱりけんちんそばですね！（撮影協力：たかほし食堂）

表紙に
よせて

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課　72-3111（内線 303・304）

鬼澤詩ちゃん12 月 6日生まれ／幡町

うた

伊藤茉由ちゃん12 月 17日生まれ／薬谷町

まゆ

鈴木六花ちゃん12 月 23日生まれ／天神林町

ろっか

稲田律くん12 月 31日生まれ／大平町

りつ

永田琉渚ちゃん12 月 14日生まれ／下河合町

るな

鈴木千弦ちゃん12 月 22日生まれ／山下町

ちづる

黒田隆行くん12 月 24日生まれ／宮本町

たかゆき

おめでとうございます

はじめてのお誕生日

長山翔くん12 月22日生まれ／寿町

かける

川﨑資くん12 月 28日生まれ／上河合町

たすく猪野碧人くん12 月 26日生まれ／箕町

りくと

中野紗椰ちゃん12 月 11日生まれ／小菅町

さや板橋湖波ちゃん12 月 10日生まれ／千寿町

こなみ

大森幸子ちゃん12 月 20日生まれ／西三町

さちこ

小池環稀くん12 月 9日生まれ／山下町

たまき

大森明仁くん12 月 20日生まれ／西三町

あきと

東出芽依ちゃん12 月 23日生まれ／上河合町

めい

椎名樹寛くん12 月 4日生まれ／上深荻町

きひろ宇野佑亮くん12 月 3日生まれ／磯部町

ゆうすけ

12月で１歳です


